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2022.9.6 相談日　  ：　  月 ・ 水 ・ 金 　  　午後　１時～４時

今年で９年目。金山総合駅で原爆と人間展（愛友会主催）

６日広島・９日長崎の平和祈念式典に参加して

「高校生の絵」に注目、6000人が参加
愛知県原水爆被災者の会（愛友会）は、８月２０日、２１日の両日、名古屋市金山総合駅のコンコースで「原爆と人間展」

を開催しました。日本被団協作成の「原爆写真パネル」とともに、広島県基町高校の高校生が被爆者から聞き取った被

爆体験をもとに描きあげた原爆の絵が展示されました。コロナ禍でしたが昨年を上回り、２日間でのべ６０００人の観覧者

がありました。熱心に見入る親子づれや、自分の親戚に被爆者がいると声をかけてくる方など、今年も大きな反響があり

ました。展示の準備には、被爆者支援ネットワークに参加する原水協や平和委員会、保険医協会の若者が多く参加。こ

の原爆展の準備そのものが「被爆体験の継承」となっています。愛友会の役員も交代で現場にかけつけ、観覧者の質問

に対応しました。

私の叔父(母の弟)17歳で広島鉄道局第一機関区(爆

心地から２Km)で被爆。被爆時は建物内に居て直接

の被害は無く、その後何日か市内の応援活動に。翌

年秋頃から、頭髪脱毛・疲れる・食欲不振等で尾道

の自宅に帰り療養。昭和22年２月自宅にて死去(19

歳)白血病の疑い(当時の記録) 。

私２才で広島で被爆(爆心地から3.5Km) 運よく建物

の陰で何も被害なし。79才で初めて８月６日の慰霊

式に出席し、若くして亡くなった叔父に祈りを。前

日宿泊の、広島市文化交流会館での歓迎夕食会はコ

ロナ禍で中止、各県からの遺族代表者は、設定され

た夕食時間内に、指定された15個のテーブルで２

～３人が間隔を取ってのほぼ黙食。各自任意に食べ

自由解散。

《情報交換したかった》

６日、朝食後、歩いて７分くらいで慰霊式会場へ。

式典は、広島市長・岸田内閣総理大臣・世界各国か

らの出席者の型通りの挨拶で終了。岸田君、被爆者

の自分(79歳)が生きている内に核兵器禁止条約に参

加してください。

「傘は役にたたないよ」!!

『核の傘 放射能は 突き抜ける』
滝 本 ひ ろ し

８月６日 広島 8：15 ８月９日 長崎 11：02
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募金にご協力をいただき、
ありがとうございました。

(敬称略 8/1～8/31)

９月のおもな予定

被爆77周年原爆犠牲者を偲ぶつどい ご案内

愛友会二世部会がとりくんできた「原爆忘れまじ」復刻

版プロジェクト。８月６日に間に合わせて、復刻版が完成

しました。

１９８４年（昭和５９年）から９１年に県下の女性被爆者の

証言を集めた体験集「原爆忘れまじ」。現物がほとんど散

逸してしまったものを、愛友会二世部会がクラウドファン

ディングで寄付金を集めて復刻しました。当時、愛友会婦

人部が発行した第１～第７集に加えて、今回、被爆二世

や三世、支援者も執筆した第８集を合わせてセット（箱入

り）にしました。

復刻版は、８００セットを作成。クラウドファンディング寄

付者に贈呈するとともに、県下の図書館などに贈呈し、若

い世代への継承に役立ててもらいます。残りは、クラウド

ファンディング寄付者同様、１セット５０００円で販売し、売

り上げは愛友会に寄付されます。

ご連絡は、愛友会まで ０５２-３２５-７９０１

▼ご遺族（豊橋市）

▼豊田市平和を願う戦争展

▼丹羽洋子（岩倉市）▼高嶋眞朝子（豊田市）

▼浅海嘉夫（北区）▼丹羽幸代（春日井市）

「原爆忘れまじ」復刻版が完成 「平和のための戦争展」に出展

日 時：２０２２年９月１７日（土）

１３：００～
会 場：名古屋市公会堂４Fホール

◆被爆者手帳提示で駐車場は無料です。

◆原爆犠牲者の遺影をお持ちください、壇上にて展示いたします。

次年度の偲ぶつどいで、プロジェクターで投影いたします。

どなたでも参加できます！

７日

１４日

１７日

２８日

２９日

名古屋市公会堂打ち合わせ

偲ぶつどい準備作業

被爆７７周年原爆犠牲者を偲ぶつどい

支援ネット事務局会議

語り部 金本 新川高校

「被団協」新聞連載500回

おり鶴さん 西山すすむ

ご注文は愛友会へ
TEL 052-325-7901
FAX 052-325-7902

時代背景解説や、

コラムを交え、
およそ４０年５００回の

連載からの

ベストセレクション

定価 １５００円＋税

参加者は4日間で１２００人。

今年の戦争展

では、ロシアの

ウクライナ侵攻

に抗議するため、

団体ごとに特集

を組んで展示し

ていました。


